
2027年1月30日(土) 14:00-15:30

放送大学公開講座
かいぶらりシチズンカレッジ

共催 山梨県立図書館

地下から出てきた王朝文化
－甲州市ケカチ遺跡出土和歌刻書土器の世界－

歌枕の地として知られる甲州市塩ノ山の南方約１㎞

にあるケカチ遺跡から、2016年に全国でも例のない

土器が出土しました。それは10世紀前半の土師器の

皿で、表面に31文字からなる和歌一首を刻んでいた

ことから｢和歌刻書土器｣と命名されました。この土器

は、誰がどのような意図で作り、またそこに書かれた和

歌にはどのような意味があるのでしょうか？ 今回の講

座ではその謎に迫るとともに、10世紀における甲斐国

に、かな文字や和歌などの都の文化がどのように伝え

られていたのかについても考えてゆきます。

【お申し込み・お問い合わせ】

放送大学山梨学習センター
９:10‐12:00/13:00-17:40

（日・月曜・祝日閉所）

TEL  055-251-2238
FAX 055-251-2193

Eﾒｰﾙ yamanashi-sc@ouj.ac.jp

〒400-0016 山梨県甲府市武田4－4－37
山梨大学甲府キャンパス構内

●お申し込みの際、開催日・講座名・
お名前・ご連絡先をお伝えください。
（ご提供いただいた情報は、当講座に係る業務
以外に使用いたしません。）

【会 場】

山梨県立図書館

２階 多目的ホール

────

事前申し込み制・入場無料

定員：40名

【講 師】 大隅 清陽

(放送大学客員教授・

山梨大学教授)

1962年福岡県門司市（現・北九州
市門司区）生まれ。北海道札幌市、
東京都練馬区で育つ。東京大学大
学院人文科学研究科博士課程単位
取得退学。博士（文学）。滋賀大
学経済学部助教授等を経て、現在、
山梨大学大学院総合研究部教育学
域教授。専門は日本古代の官僚制
や儀礼のほか、古代の甲斐国の地
域史。『古代甲斐国の交通と社
会』（六一書房）で第42回野口賞
（郷土研究部門）を受賞。



放送大学公開講座 申込み

学習センター窓口へご提出、又は電話、FAX、Eメールで上記情報をお知らせくださ
い。下記QRコードからも申込みできます。
お席に余裕があれば当日参加も可能です。

※記載していただいた個人情報は、公開講座に係る業務以
外には使用しません。
また、第三者に情報を提供することもありません。

＜お問合せ＞
放送大学山梨学習センター
〒400-0016 山梨県甲府市武田4-4-37

山梨大学甲府キャンパス内
TEL：055-251-2238
FAX：055-251-2193
Eﾒｰﾙ：yamanashi-sc@ouj.ac.jp

QRコードからの申込み

地下から出てきた王朝文化

－甲州市ケカチ遺跡出土和歌刻書土器の世界－ 大隅 清陽

日時：2027年1月30日（土）14：00～15：30

会場：山梨県立図書館２階多目的ホール

JR甲府駅 徒歩３分（山梨県甲府市北口2-8-1）

区 分 一般 ・ 放送大学生（いずれかに〇を付してください。）

ふりがな

氏 名

住 所
〒

電話番号

講座開催の情報源

○○新聞 ○○図書館 ○○Webサイト ○○でチラシ入手など

放送大学募集要項の要否 必要 ・ 不要 （いずれかに〇を付してください。）

mailto:yamanashi-sc@ouj.ac.jp

